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１ 当市の状況

（２）江別市に居住している外国人の人数の推移

※各年１０月１日現在（令和６年のみ４月１日現在）

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

人数 ４１８ ４３０ ５０７ ６０１ ６９５ ７１３ ６９３ ８３２ ９１６ １０００

（人）

市内在住の外国人について、在留資格「技能実習」(※1)を持つ外国人が、本年４月時点で２３３名、在留資格「特定技能１号」
(※2)は１４７名で、合わせると３８０名にのぼる。また、在留資格「技術・人文知識・国際業務」(※3)は１１３名と多いことも特徴で、
市内在住外国人全体では４１カ国・地域、１，０００名と増加・多国籍化している。
外国人増加の背景には、技能実習制度が技能等の移転という国際貢献を目的としているものの、受け入れ団体（企業）とし
ては労働力確保の手段とせざるを得ない実態がある。また、核となる企業の取引先企業の立地が進み、国際業務を行う外国
人が増えていることも考えられる。これらは市内企業の事業拡大のために必要な人材であり、今後の増加も見込まれる。
一方、その生活に目を向けると、地域社会に点在する外国人に対する国際理解が進んでいないこと、在留資格「技能実習」
や「特定技能１号」においては精神面での支えともなる家族の帯同が認められていないこと、在留資格「技術・人文知識・国際
業務」には家族の帯同が認められているものの、地域とのコミュニケーションが不足していること等により、生活に必要なルー
ルを含め、地域社会に馴染めないでいる状況が見受けられ、災害時等には情報の伝達が困難であることも想定されるような
状況にある。

※1 技能実習…日本の技能・技術・知識などを習得するために日本に在留する外国人技能実習生の在留資格。 外国人は、母国（発展途上国）の
経済を発展させるために来日して、技能や技術を習得し持ち帰る。 技能実習生は、来日して1年目から労働者として雇用契約した
日本企業で、講習や実習を行う。

※2 特定技能１号…特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格。

※3 技術・人文知識・国際業務…海外の「ワーキングビザ」に相当する在留資格（ビサ）。 外国人材が来日して働くことで、外国人労働者が保有して
いる専門的な知識や技術を日本へ還元することが目的の在留資格。 

（１）背景
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（２）江別市国際交流推進協議会が実施している日本語教室

事業内容 令和２年度 令和３年度 令和４年度

日本語教室
・初級、初中級、会話の３段階に分けて、４月から３月まで、それぞれ週１回、
通年で実施。（実施時間は夜間）
・教室の中で、受講者や講師などが参加する交流会なども実施している。

参加人数 延べ２８３人 延べ１８８人 延べ３４８人

企業等（食品製造業・農業関係者等）における人材不足から、今後も技能
実習生や留学生など外国人が増加していくことが見込まれる。

【江別市国際交流推進協議会とは】

江別市内で国際交流に関係している各種団体で組織・運営している団体であり、江別市の国際交流に

関する情報の発信と市民の国際交流の場として、国際交流イベントの開催や、「にほんご教室」をはじめ

とする語学講座などを開講している。

「にほんご教室」の実施に対し、市では補助金や講師謝礼等の支援を行っている。

33



２ 認定日本語教育機関の認定基準の要件緩和

当市の小中学校の校舎において、認定日本語教育機関を設置できる空き教室がないため、市と
連携協定を締結する設置者が、自己所有ではない土地・建物（既存の市内私立大学の空き教室
等）を校地・校舎として活用し、留学のための課程を置く場合に、認定日本語教育機関の認定を受
けることができるようにする。

（１）概要

市内私立大学
（空き教室等
を活用）

その他関係団体
（国際交流推進
 協議会など）

設置者
（民間）

建物賃貸

市

○ 連携協定の具体の内容については検討中。

 20年間の事業継続を担保するための具体的な方法、校舎の継続使用、その他設置・運営に係る
包括的な内容（江別市国際交流推進協議会との連携など）を想定している。

連携協定

44



（２）要件の緩和について

認定日本語教育機関の設置者が校地・校舎の半分以上を自己所有していない場
合であっても、市が設置者等と連携協定等を締結するなど、何らかの連携関係を構
築し、事業の安定化を図ることをもって、認定日本語教育機関の設置が可能となる
よう、要件を緩和願いたい。
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